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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子における第１の画素ラインから第２の画素ラインまでの複数の画素ラインでの
電荷蓄積を、所定数の画素ライン毎に時間差を設けて開始及び終了させる蓄積制御手段と
、
　前記蓄積制御手段により前記第１の画素ラインの電荷蓄積を終了させてから前記第２の
画素ラインの電荷蓄積を終了させるまでの間に前記第１の画素ラインの電荷蓄積を開始さ
せるようにして前記撮像素子による電荷蓄積を繰り返し行い、前記第１の画素ラインの電
荷蓄積が開始されてから前記第２の画素ラインの電荷蓄積が終了されるまで照明手段を発
光させずに電荷蓄積を行って得られた第１の画像データと、前記第１の画素ラインの電荷
蓄積が開始されてから前記第２の画素ラインの電荷蓄積が終了されるまで前記照明手段を
発光させて電荷蓄積を行って得られた第２の画像データと、に基づいて、表示用画像デー
タを生成する画像処理手段と、
　前記画像処理手段により生成された表示用画像データに基づく画像を表示する表示手段
と、を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記画像処理手段は、前記第１の画像データと前記第２の画像データとに基づいて、前
記照明手段により照明された被写体領域を抽出し、当該被写体領域の露出レベルが目標値
となる発光量で前記照明手段を発光させた場合に得られる画像データに相当する表示用画
像データを生成することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
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【請求項３】
　前記照明手段を本発光させて撮影する本発光撮影時には、前記被写体領域の露出レベル
が目標値となる発光量で前記照明手段を発光させることを特徴とする請求項２に記載の撮
像装置。
【請求項４】
　前記第１の画像データと前記第２の画像データとが交互に得られるように前記照明手段
を制御し、
　前記画像処理手段は、交互に得られる複数の前記第１の画像データと複数の前記第２の
画像データとの組み合わせを変えて前記表示用画像データを順次生成し、
　前記表示手段は、前記画像処理手段により生成された複数の前記表示用画像データに基
づく複数の画像を順次表示することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載
の撮像装置。
【請求項５】
　前記表示手段は、前記画像処理手段により生成された表示用画像データに基づく輝度ヒ
ストグラムを表示することを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の撮像装
置。
【請求項６】
　撮像素子における第１の画素ラインから第２の画素ラインまでの複数の画素ラインでの
電荷蓄積を、所定数の画素ライン毎に時間差を設けて開始及び終了させる蓄積制御ステッ
プと、
　前記蓄積制御ステップで前記第１の画素ラインの電荷蓄積を終了させてから前記第２の
画素ラインの電荷蓄積を終了させるまでの間に前記第１の画素ラインの電荷蓄積を開始さ
せるようにして前記撮像素子による電荷蓄積を繰り返し行い、前記撮像素子の前記第１の
画素ラインの電荷蓄積が開始されてから前記第２の画素ラインの電荷蓄積が終了されるま
で照明手段を発光させずに電荷蓄積を行って得られた第１の画像データと、前記撮像素子
の前記第１の画素ラインの電荷蓄積が開始されてから前記第２の画素ラインの電荷蓄積が
終了されるまで前記照明手段を発光させて電荷蓄積を行って得られた第２の画像データと
、に基づいて、表示用画像データを生成する画像処理ステップと、
　前記画像処理ステップで生成された表示用画像データに基づく画像を表示手段に表示す
る表示ステップと、を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被写体像を撮像素子により光電変換して撮影（撮像）する撮像装置及びその
制御方法に関し、特に、フラッシュ光を用いた撮影を行う撮像装置及びその制御方法に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、光電変換素子を使用した撮像素子を用いた電子カメラが広く普及している。上記
電子カメラでは、光学像を電気信号に変換し、半導体素子等のメモリカードに画像を保存
することが可能である。
【０００３】
　光電変換素子としては、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）イメ
ージセンサが知られている。また、ＣＣＤイメージセンサに変わる撮像素子として、ＣＭ
ＯＳイメージセンサがある。
【０００４】
　ＣＭＯＳイメージセンサは、その回路がＭＯＳトランジスタによって構成されているの
で、消費電力が非常に小さく、ＣＣＤセンサのように電荷転送のために負電圧を含めた複
数の電源を必要としない等の特徴を有している。
【０００５】
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　電子カメラでは、ライブビュー表示或いはスルー画表示等と呼ばれる機能を有している
ものが普及している。これは、撮像素子上に結像された被写体像から生成される画像デー
タを、例えばＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等の画像表示装
置に所定周期で更新表示させる機能である。
【０００６】
　この画像表示装置は、一般に、光学ファインダに比べて面積が大きいことから視認性が
よく、構図確認等を行い易いといった利点がある。
【０００７】
　ライブビュー表示に用いる画像データは、撮像回路により生成された画像データに対し
て、画像処理を施して生成される。この画像処理の際に、例えば、ＷＢ（ホワイトバラン
ス）パラメータを変更したり、或いは、デジタルゲイン演算を施せば、実際の撮影をする
前に、ＷＢの色味や露出補正の効果を事前に確認することが可能となる。
【０００８】
　一方、ストロボ等の外部照明の照射（照明）効果を、本撮影前に事前に確認できるよう
にする技術が提案されている。
【０００９】
　これは、まず、環境光のみ照射されている被写体像データと、所定光量の外部照明光と
環境光が照射されている被写体像データを取得する。そして、両者の被写体像データの差
分より、外部照明光が照射されている領域を抽出する。
【００１０】
　次に、外部照明光が照射されている領域が所定の露出レベルとなるような本発光量を演
算処理にて算出する。また、被写体像データに対して画像処理を施して、外部照明光が照
射されている領域が所定の露出レベル相当となるような画像データを生成し、画像表示装
置に表示する。
【００１１】
　これにより、本発光よりも少ない発光量で撮像した画像データを元に、本発光相当の発
光量をシミュレーションした表示が可能となる。
【００１２】
　上記技術をライブビュー動作に応用することも可能である。即ち、撮像フレームに同期
して外部照明の発光、非発光を繰り返して行い、本発光相当のシミュレーション表示を更
新し続けるものである。
【００１３】
　ところで、ＣＭＯＳイメージセンサを用いてライブビューを行う際は、ライン単位で信
号を読み出し、蓄積タイミングを制御している。このため、各ラインで光電荷を蓄積開始
する時間がずれてしまう（図５参照）。
【００１４】
　図５（ａ）中、ひし形で描かれているのが、撮像フレームと各ラインの蓄積開始、蓄積
終了のタイミングを示す部分である。尚、蓄積終了後の電荷の読出し動作時間が省略して
描いている。ひし形の一部、点丸部を拡大し、同図（ｂ）で、各ラインの蓄積開始時間に
差があることを詳細に示している。
【００１５】
　このように、ライン毎に蓄積開始のタイミングが異なる場合、外部照明を発光させた際
に発光時間が短か過ぎると、全ラインに均等に照明が照射されず、輝度ムラが生じてしま
う。
【００１６】
　図６に例を示す。ひし形の中央部分、即ち、センサ面の中央付近には照明が照射される
が、上側と下側には照明が照射されていない。
【００１７】
　このような課題に対して、外部照明の発光時間に合わせてセンサ駆動のタイミング等を
制御する技術が提案されている（特許文献１参照）。
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【００１８】
　特許文献１に開示された技術によれば、外部照明が常にフレームの全領域に照射され、
フレーム全域にムラなく照明を照射することが可能となる。
【特許文献１】特開２００６－２１１６４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　ところが、被写体像が暗く蓄積時間を短くできない場合や、撮像システムの構成によっ
ては、図７のようなタイミングで動作することを避けられない場合ある。
【００２０】
　図７の斜線部に示されるように、外部照明により複数フレームに渡って照射されてしま
う。フレーム１は全ラインに渡り照明が照射されるのに対し、フレーム２はセンサ上部の
ラインにのみ照明が照射されており、更に、照射量もライン毎に一定ではない。
【００２１】
　前述のように、ライブビュー動作時に外部照明の効果をシミュレーション表示させるた
めには、照明発光画像と照明非発光画像を交互に、かつ、連続して取得する必要がある。
【００２２】
　ところが、図７のように、蓄積動作の時間が撮像フレーム周期に対して長い駆動条件で
は、単純に撮像フレームに同期させて、照明の発光、非発光の切り替えを行うことはでき
ず、照明発光画像と照明非発光画像を取得できない問題があった。
【００２３】
　本発明の目的は、外部照明の効果をライブビュー時にシミュレーション表示するに際し
て、複数フレームに外部照明が照射されるセンサ駆動条件であっても適切なシミュレーシ
ョン表示を行うことができる撮像装置及びその制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　上記目的を達成するために、本発明に係る撮像装置は、撮像素子における第１の画素ラ
インから第２の画素ラインまでの複数の画素ラインでの電荷蓄積を、所定数の画素ライン
毎に時間差を設けて開始及び終了させる蓄積制御手段と、前記蓄積制御手段により前記第
１の画素ラインの電荷蓄積を終了させてから前記第２の画素ラインの電荷蓄積を終了させ
るまでの間に前記第１の画素ラインの電荷蓄積を開始させるようにして前記撮像素子によ
る電荷蓄積を繰り返し行い、前記第１の画素ラインの電荷蓄積が開始されてから前記第２
の画素ラインの電荷蓄積が終了されるまで照明手段を発光させずに電荷蓄積を行って得ら
れた第１の画像データと、前記第１の画素ラインの電荷蓄積が開始されてから前記第２の
画素ラインの電荷蓄積が終了されるまで前記照明手段を発光させて電荷蓄積を行って得ら
れた第２の画像データと、に基づいて、表示用画像データを生成する画像処理手段と、前
記画像処理手段により生成された表示用画像データに基づく画像を表示する表示手段と、
を有することを特徴とする。
【００２５】
　また、上記目的を達成するために、本発明の撮像装置の制御方法は、撮像素子における
第１の画素ラインから第２の画素ラインまでの複数の画素ラインでの電荷蓄積を、所定数
の画素ライン毎に時間差を設けて開始及び終了させる蓄積制御ステップと、前記蓄積制御
ステップで前記第１の画素ラインの電荷蓄積を終了させてから前記第２の画素ラインの電
荷蓄積を終了させるまでの間に前記第１の画素ラインの電荷蓄積を開始させるようにして
前記撮像素子による電荷蓄積を繰り返し行い、前記撮像素子の前記第１の画素ラインの電
荷蓄積が開始されてから前記第２の画素ラインの電荷蓄積が終了されるまで照明手段を発
光させずに電荷蓄積を行って得られた第１の画像データと、前記撮像素子の前記第１の画
素ラインの電荷蓄積が開始されてから前記第２の画素ラインの電荷蓄積が終了されるまで
前記照明手段を発光させて電荷蓄積を行って得られた第２の画像データと、に基づいて、
表示用画像データを生成する画像処理ステップと、前記画像処理ステップで生成された表
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示用画像データに基づく画像を表示手段に表示する表示ステップと、を有することを特徴
とする。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の撮像装置によれば、外部照明の効果をライブビュー時にシミュレーション表示
するに際して、複数フレームに外部照明が照射されるセンサ駆動条件であっても適切なシ
ミュレーション表示を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２８】
　図１は、本発明の実施の形態に係る撮像装置としての電子カメラのブロック図である。
【００２９】
　以下、その構成を動作と併せて説明する。
【００３０】
　光学レンズ１は被写体像を撮像素子に結像する。光学レンズ１には、オートフォーカス
（ＡＦ）動作や、絞り駆動動作を行うための電力も供給される。光学レンズ１により結像
された被写体像は、撮像素子及びＡＤ変換器等で構成される撮像回路２によりＡＤ変換さ
れ、デジタルデータ化される。
【００３１】
　画像処理回路３は、該デジタルデータに対して、例えばホワイトバランス（ＷＢ）演算
や、画像リサイズ処理等の画像処理を施す回路である。
【００３２】
　メモリ制御回路４は、システム制御回路５、揮発性メモリ８、表示回路９、記録用メモ
リ１０におけるデータ送受の制御を行う。
【００３３】
　システム制御回路５は、電子カメラ全体を制御する回路であり、かつ、主演算を行う演
算処理回路も兼ねている。不揮発性メモリ６は、システム制御回路５の動作用の定数、変
数、プログラム等を記録するメモリである。
【００３４】
　操作スイッチ７は、ユーザが種々のカメラ操作を行うための入力デバイスである。揮発
性メモリ８は、ＳＤＲＡＭ等の高速アクセス可能なメモリである。
【００３５】
　表示回路９は、ＬＣＤディスプレイ等の表示デバイスであり、撮影画像をフルカラー表
示したり、撮影画像サイズ容量、記録用メモリ１０の空き容量等を表示することが可能に
なっている。また、表示回路９は、操作スイッチ７と表示を組み合わせたＧＵＩ操作入力
デバイスとして使用することができる。
【００３６】
　また、記録用メモリ１０は、電子カメラから着脱可能となっており、メモリの空き容量
が不足した場合は交換が可能な仕組みとなっている。発光制御回路１１は、発光部１２を
所定光量、所定時間発光制御する。
【００３７】
　一般的なライブビュー動作では、光学レンズ１により撮像素子上に結像された被写体像
は、撮像回路２によりＡＤ変換されデジタルデータ化される。このとき、必ずしも撮像素
子上の全画素をデジタルデータ化（読み出し及びＡＤ変換）する必要はない。
【００３８】
　一般的に、撮像素子の画素数に比べて、表示回路９の表示画素数の方が少なく、全画素
デジタルデータ化されたとしても、表示の際にはリサイズ処理等の間引き処理を画像処理
回路３にて施すためである。
【００３９】
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　また、デジタルデータ化する画素数が多ければ多いほど、処理に要する時間、及び電力
が増加するためである。但し、本実施の形態においては、動作説明の簡略化のため撮像素
子の全画素をデジタルデータ化しているとする。
【００４０】
　デジタルデータ化された画像データに対し、画像処理回路３は所定の画像処理を行う。
例えば、撮像素子の固定パターンノイズ（ＦＰＮ）の除去処理、ホワイトバランスの適正
化処理等である。また、上述したように、表示回路９に表示を行うための表示画像データ
を生成するためにリサイズ処理も施す。
【００４１】
　生成された表示画像データは、メモリ制御回路４を介して揮発性メモリ８の特定の領域
に格納される。この領域は一般にＶＲＡＭ領域と呼ばれ、表示回路９に表示させる画像デ
ータを格納する領域である。
【００４２】
　表示回路９は、所定周期にて揮発性メモリ８のＶＲＡＭ領域から画像データを読み出し
、表示する。
【００４３】
　このように、上記動作を連続して行うことで、ライブビューを実現することができる。
【００４４】
　ここで、撮像回路２は、被写体像を撮像する。
【００４５】
　また、画像処理回路３は、撮像回路２で撮像された被写体像を元に、外部照明の効果を
シミュレーション表示するための、照明発光画像データ及び照明非発光画像データからな
る画像データを生成する。
【００４６】
　また、表示回路９は、画像処理回路３で生成された画像データに基づく画像を表示する
。
【００４７】
　また、システム制御回路５は、照明発光画像データとして撮像素子の全ラインに照明が
照射されている画像フレームを選択し、照明非発光画像データとして撮像素子の全ライン
に照明が照射されていない画像フレームを選択する。
【００４８】
　更に、撮像回路２は、撮像素子における第１の画素ラインから第２の画素ラインまでの
複数の画素ラインでの電荷蓄積を、所定数の画素ライン毎に時間差を設けて開始及び終了
させる。
【００４９】
　また、発光部１２は、発光することで被写体を照明するものであり、発光制御回路１１
は、発光部１２を制御する。
【００５０】
　発光部１２は、撮像回路２における蓄積動作に同期し、所定のタイミングで発光制御回
路１１により制御される。発光制御回路１１は、発光部１１の照明期間内の照明光量を一
定に制御可能である。
【００５１】
　また、画像処理回路３は、電荷蓄積された撮像データを画像処理して、撮像回路２にお
ける第１の画像データと第２の画像データに基づいて表示用画像データを生成する。
【００５３】
　また、システム制御回路５は、第１の画像データとして、第１の画素ライン及び第２の
画素ラインの電荷蓄積中に発光部１２による照明が継続して行われた画像フレームデータ
を選択する。そして、システム制御回路５は、第２の画像データとして、第１の画素ライ
ン及び第２の画素ラインの電荷蓄積中に発光部１２による照明が行われていない画像フレ
ームデータを選択する。
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【００５４】
　システム制御回路５は、第１の画像データ及び第２の画像データを用いて、本照明撮影
時の本照明光量を算出する。
【００５６】
　図２は、図１の電子カメラによって実行される撮影処理の手順を示すフローチャートで
ある。
【００５７】
　本処理は、図１におけるシステム制御回路５の制御の下に実行される。
【００５８】
　ユーザにより操作スイッチ７が操作され、ライブビュー動作での外部照明シミュレーシ
ョン表示モード開始が指示される。すると、システム制御回路５は、シミュレーション表
示処理を実行する（ステップＳ２０１）。
【００５９】
　以下、図３と図４を用いてステップＳ２０１の動作について説明する。
【００６０】
　図３は、図２のステップＳ２０１で実行されるシミュレーション表示処理の手順をフロ
ーチャートである。図４は、図２のステップＳ２０１で実行されるシミュレーション表示
処理における、撮像回路２の動作タイミングと発光部１２の発光タイミング、及び表示回
路９に表示される表示内容の動作関係を示すタイムチャートである。
【００６１】
　図３において、まず、システム制御回路５は、撮像フレーム番号に相当する内部変数Ｎ
に１をセットする（ステップＳ３０１）。
【００６２】
　図４のｔ１のタイミングにて、システム制御回路５は、発光制御回路１１に対し通信を
行い、所定発光量Ｙ予備発光にて発光部１２を発光させる（ステップＳ３０２）。
【００６３】
　ここで、発光量Ｙ予備発光は、発光部１２が発光可能な最大光量の１／１６等に設定す
る。これは、予備発光は後述の通り間欠的に連続して行われるため、光量が大き過ぎると
電力消耗が早くなるためである。
【００６４】
　また、予備発光は被写体の位置、及び、被写体からの反射光量を検知できればよいため
、必要以上に大きくする必要はない。逆に、反射光量が検知できない等で発光光量が少な
いと判断される場合は、予備発光量を１／８等に変更する。
【００６５】
　次に、システム制御回路５は、撮像回路２に対して通信を行い、撮影（撮像）動作を開
始させ、フレーム１の電荷蓄積動作を開始させる（ステップＳ３０３）。図４に示す通り
、各ラインの蓄積開始時間に差があるため、撮像フレームのタイミングチャートはひし形
の形状で表される。
【００６６】
　続いて、ｔ２のタイミングで、フレーム２の蓄積動作を開始する（ステップＳ３０４）
。ｔ２のタイミングでは、フレーム１の一部のラインは蓄積動作中である。即ち、タイミ
ングチャート上、隣り合うフレームが同時に蓄積動作を行っている。
【００６７】
　ｔ３のタイミングで、フレーム１の最終ラインの蓄積動作、及び、読み出し動作が完了
する（ステップＳ３０５）。読み出されたフレーム１の画像データは、画像処理回路３で
所定の画像処理が施された後に、メモリ制御回路４を介して、揮発性メモリ８に格納され
る。
【００６８】
　同様にして、ｔ４のタイミングで、フレーム３の蓄積動作を開始する（ステップＳ３０
６）。
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【００６９】
　ｔ５のタイミングで、フレーム２の蓄積動作、及び、読み出し動作が完了する（ステッ
プＳ３０７）。読み出されたフレーム２の画像データは、画像処理回路３で所定の画像処
理が施された後に、メモリ制御回路４を介して、揮発性メモリ８に格納される。フレーム
２の画像データは、全ラインに渡り、均一に照明が照射された画像データである。
【００７０】
　また、フレーム２の最終ラインの蓄積終了に同期して、システム制御回路５は、発光制
御回路１１に対し通信を行い、発光部１２の発光を停止させる（ステップＳ３０８）。
【００７１】
　ｔ６のタイミングで、フレーム４の蓄積動作を開始させ（ステップＳ３０９）、ｔ７の
タイミングでフレーム３の蓄積動作、及び、読み出し操作が完了する（ステップＳ３１０
）。読み出されたフレーム３の画像データは、画像処理回路３で所定の画像処理が施され
た後に、メモリ制御回路４を介して揮発性メモリ８に格納される。
【００７２】
　ｔ８のタイミングで、フレーム５の蓄積動作を開始させる（ステップＳ３１１）。
【００７３】
　ｔ９のタイミングで、フレーム４の蓄積動作、及び、読み出し動作が完了する（ステッ
プＳ３１２）。読み出されたフレーム４の画像データは画像処理回路３で所定の画像処理
が施された後に、メモリ制御回路４を介して揮発性メモリ８に格納される。フレーム４の
画像データは、全ラインに渡り、照明が照射されていない画像データである。
【００７４】
　また、フレーム４の最終ラインの蓄積動作終了に同期して、システム制御回路５は、発
光制御回路１１に対し通信を行い、発光部１２を所定光量Ｙ予備発光にて再び発光させる
（ステップＳ３１３）。
【００７５】
　システム制御回路５は、照明発光画像としてフレーム２の画像データを選択し、揮発性
メモリ８から読み出す（ステップＳ３１４）。一方、照明非発光画像としてフレーム４の
画像データを選択し、同様に揮発性メモリ８から読み出す（ステップＳ３１５）。
【００７６】
　このように、照明発光画像には、フレームの全ライン渡り照明が照射された画像データ
を選択し、フレームの一部のラインにだけ照明が照射された画像データは選択しない。
【００７７】
　また、照明非発光画像には、フレームの全ライン渡り照明が照射されていない画像デー
タを選択し、フレームの一部のラインにだけ照明が照射された画像データは選択しない。
【００７８】
　システム制御回路５は、上記照明発光画像データと照明非発光画像データを用いて照明
照射領域、即ち被写体領域の抽出を行う（ステップＳ３１６）。また、被写体に照射され
た照明光の反射光量を算出する（ステップＳ３１７）。
【００７９】
　被写体領域の抽出方法としては、例えば、照明発光画像データ及び照明非発行画像デー
タの画素毎に輝度の差分を算出し、その値が所定の閾値を越える画素には照明が照射され
ていると判断する方法を採用する。
【００８０】
　また、被写体の反射光量も、各画素の輝度値の差分により求めることができる。ここで
、照明発光画像データ、及び、照明非発光画像データの各画素の輝度値を、それぞれＬ発
光（ｘ，ｙ）、Ｌ非発光（ｘ，ｙ）とする。
【００８１】
　その場合、被写体の反射光量成分Ｌ反射光（ｘ，ｙ）は式（１）で表せる。尚、ここで
（ｘ，ｙ）は撮像回路２を構成する、不図示撮像素子における各画素の座標値である。
【００８２】
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【数１】

　次に、システム制御回路５は、ライブビュー時の蓄積時間条件に対して、露出が適正レ
ベルとなる照明発光量の算出を行う。適正露光レベルの評価方法としては、例えば、画像
の特定ブロック領域の輝度平均値が所定値Ｌ適正となるようにする方法を採用する。
【００８３】
　ステップＳ３１６で抽出された被写体領域を内包する矩形領域の左上座標を（ｘ１，ｙ
１）とし、右下座標を（ｘ２，ｙ２）とする。このとき、式（２）を満たす係数αが光量
補正係数となる（ステップＳ３１８）。
【００８４】
【数２】

　ステップＳ３１９では、以下の処理が行われる。即ち、このように得られた光量補正係
数αと、非発光画像データＬ非発光（ｘ，ｙ）及び反射光データＬ反射光（ｘ，ｙ）を用
いて、画像処理回路３は本発光相当の光量照射をシミュレーションした、表示用画像デー
タＬ表示（ｘ，ｙ）を生成する。具体的には、式（３）の演算処理を行う。
【００８５】

【数３】

　生成された表示用画像データは、メモリ制御回路４を介して、揮発性メモリ８のＶＲＡ
Ｍ領域に格納される。表示回路９は、揮発性メモリ８のＶＲＡＭ領域から表示用画像デー
タを読み出して表示する（ステップＳ３２０）。
【００８６】
　次に、システム制御回路５は、内部変数Ｎに対して２を加算する（ステップＳ３２１）
。
【００８７】
　ここまで、ユーザによって操作スイッチ７によるレリーズ操作が行われていなければ、
ステップＳ３０９のシーケンスに戻る。ユーザによって操作スイッチ７によるレリーズ操
作が行われた場合は、メインのフローに復帰する（ステップＳ３２２）。
【００８８】
　レリーズ動作が指示されると、システム制御回路５は、前述で算出されたαを用いて本
発光量Ｙ本発光を算出する。ライブビュー時の各ラインの蓄積時間をｔ蓄積、本発光撮影
時の発光時間をｔ本発光とすると式（４）で求められる。
【００８９】
【数４】

　求めた光量にて本発光撮影を行い（ステップＳ２０３）、撮影された画像を記録用メモ
リ１０に記録する（ステップＳ２０４）。
【００９０】
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　このように、本発明によれば、発光部１２による照明照射の影響が複数フレームに渡る
場合であっても、発光画像データ、非発光画像データを適切に選択することで、本発光相
当のシミュレーション表示をライブビュー動作中に行うことができる。
【００９１】
　尚、本発明の実施の形態においては、発光部１２は、ＬＥＤ等の、発光時の発光量が安
定している照明機器が好適である。
【００９２】
　尚、本実施の形態においては、表示回路９に表示される本発光シミュレーション表示画
像は、被写体像が適正露出相当となるように生成されているが、被写体像の露出レベルを
意図的に変更できるようにしてもよい。このような構成にすることで、調光補正量を予め
表示回路９で確認することが可能になる。
【００９３】
　また、本実施の形態においては、表示回路９には本発光シミュレーション表示画像のみ
を表示するとしているが、本発光シミュレーション表示画像を元に算出したヒストグラム
図を表示しても構わない。これにより、調光の効果をより詳細に確認することが可能とな
る。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明の実施の形態に係る撮像装置としての電子カメラのブロック図である。
【図２】図１の電子カメラによって実行される撮影処理の手順を示すフローチャートであ
る。
【図３】図２のステップＳ２０１で実行されるシミュレーション表示処理の手順をフロー
チャートである。
【図４】図２のステップＳ２０１で実行されるシミュレーション表示処理における、撮像
回路２の動作タイミングと発光部１２の発光タイミング、及び表示回路９に表示される表
示内容の動作関係を示すタイムチャートである。
【図５】従来の撮像装置において、ライン毎に蓄積開始時間の差が生じることを説明する
図である。
【図６】従来の撮像装置において、照明発光がムラになることを説明する図である。
【図７】従来の撮像装置において、蓄積時間が長いために照明発光が複数フレームに影響
することを説明する図である。
【符号の説明】
【００９５】
１　レンズ
２　撮像回路
３　画像処理回路
４　メモリ制御回路
５　システム制御回路
６　不揮発性メモリ
７　操作スイッチ
８　揮発性メモリ
９　表示回路
１０　記録用メモリ
１１　発光制御回路
１２　発光部
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